
 

 

 

 

令和 7 年 9 月 1 日発行 

  文責 校長 泊 裕人 

 

長かったようで短かった 40 日間の夏休みが終わりました。8 月 29 日

（金）、久しぶりに校内に子どもたちの声が響きました。学校が目を覚ま

した…といった感じでしょうか。 

始業式の日の朝、私も学校の周りを歩き、子どもたちの当校の様子を眺

めました。夏休み明け、最初に顔を合わせた 5 年生の男の子。「おはよう

ございます！」と元気の良い挨拶。学校同様、私も目が覚める思いでした。学校とは、やはり子

どもたちのもので、我々教師は、この子どもたちの声に突き動かされて活動しているのです。そ

のことを改めて感じた初日となりました。 

暑さ対策のためのリモートでの始業式。「できるだけ対面で」という気持ちも

ありますが、気象庁の今後 3 ヶ月の予想を見ていても、7 月同様、このような対

応は 10 月くらいまで続く気配です。秋の期間が短くて、気付いたら冬なんてこ

とにならなければいいのですが。 

 

 

 

 

さて、始業式では 2 学期のことについて少し触れました。 

2 学期には、運動会や修学旅行、バス旅行、文化祭など、たくさんの行事や学習が予定されてい

ます。また、学習面でも新しいことを知ることができるチャンスがたくさんあります。その中で

（習い事などもひっくるめて）、何でもいいので、自分が本気で、一生懸命取り組めることを探し

てほしいのです。 

「やってるうちに楽しくて、どんどん努力を続けるようになった…」ということもあるとは思

うのですが、やる前に「頑張れそう（頑張れるかも）」という予想のもとに、｢これ｣というものを

まず決め、そこに向かって、本気で、一生懸命に取り組んでみてほしい

と思っています。 

大人になってふり返ってみると、何かに本気で取り組めば、そこでし

か見つけることのできない「宝物」があったと感じます（保護者のみな

さんにも、きっと思い当たることがあるのではないでしょうか）。頑張っ

た人にだけ見つけることのできる宝物。子どもたちが、自分の中の輝け
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る何か（宝物）を見つけることができると信じて話をしました。 

ご家庭でも、子どもたちが本気で取り組めそうなことについて話をされてみてはいかがでしょ

う。今、頑張っていることがあれば、それに取り組み続けることも、宝物探しになると思いま

す。頑張っている子どもたちの姿を、たくさん見ることができるといいなぁと思って、楽しみに

しています。 

 

【お知らせ】 

 今年度の運動会については、金立町ふれあい運動会実行委員会の中で熟議を重ねられ、以下のよ

うな形で実施することになりました。 

この酷暑の中で、長時間、屋外での活動を行うことは、子どもたちだけではなく、すべての参

加者の命にも関わってきます。みなさんの【安全（命）】を最優先に考えた決定になっております

ので、ご了承くださいますようお願いします。 

  

 【実施の可否の決定】27 日（土）午後 

  ※28 日に実施できなかった場合 

・28 日（日）⇒午前中授業（お弁当は必要ありません） 

・30 日（火）⇒学校のみで運動会実施（給食がありますので、お弁当は必要ありません） 

 

町から配布されているお知らせをご覧になった方も多いかと思います。今年度、例年と変更

した点がありますのでお知らせいたします。 

【変更点】 
・午前中開催（弁当の準備は必要ありません） 

・種目数減（学校、地域ともに１減）及び内容の見直し（練習時間減に伴い） 

 【変更理由】 
  ・9 月下旬の開催であり、酷暑が続いていることが予想される 

   ⇒子どもたち、参加される保護者様及び地域の方の安全（命）を第一に考える 

  ※金立町ふれあい運動会実行委員会で話し合いを重ね、上記の理由により変更することになり

ました 

 【変更内容】 
  ①１～４年生の団体演技（ダンス、ソーラン節）を団体競技に 

   ⇒団体演技は練習に多くの時間を要するが、暑さのために練習時間を十分にとることができ

ない 

  ②全校での競技（玉入れ）を 1 種目減らす 

  ③町民の方の競技を１種目減らす 
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